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概　　　況

　　　景気の現状判断ＤＩは４７．１となり、前月に比べ０．２ポイント
　　上昇した。また、景気の先行き判断ＤＩは４１．２となり、前月に比
　　べ０．１ポイント上昇した。

　　○家計動向関連では、飲食は上昇したものの、小売は低下したため、前月に
　　　比べ１．１ポイント低下した。
　　○企業動向関連では、製造業は低下したものの、非製造業は上昇したため、
　　　前月に比べ１．５ポイント上昇した。
　　○雇用関連では、前月に比べ２．１ポイント上昇した。
　（意見の主な内容）
　・小売店やショッピングセンターなど、多くの店舗では来客数や販売量は横ば
　　いになっている。（小売店等）
　・総じて、受注量や受注単価が横ばい、または低下しているが、電子部品や宿
　　泊部門など、売上が好調な企業もある。（製造業等）

　　○家計動向関連では、サービスは低下したものの、小売や飲食は上昇したた
　　　め、前月に比べ３．４ポイント上昇した。
　　○企業動向関連では、製造業、非製造業ともに低下したため、前月に比べ
　　　３．７ポイント低下した。
　　○雇用関連では、前月と比べ２．５ポイント低下した。
　（意見の主な内容）
　・秋に向け、イベントや旅行の客の増加が期待できる。（小売店等）
　・中国や韓国との関係悪化から、今後生産や売上への影響が懸念される。
　　（製造業等）

　■景気の現状判断ＤＩ

　■景気の先行き判断ＤＩ
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１．調査の目的

　　県内景気の動向や各業種の状況をより迅速に把握し、景気判断の基礎資料とする。

２．調査の実施概要

　（１）調査の範囲

　　県内を福井地区、坂井地区、奥越地区、丹南地区、嶺南地区の５地区に分け、各地区で働く
　さまざまな業種の方、１００名を調査客体とする。

地域別・分野別の客体数

福井
坂井 坂井市、あわら市
奥越 大野市、勝山市
丹南 鯖江市、越前市とその周辺部
嶺南 敦賀市、小浜市とその周辺部

計

　（２）調査事項

　　①　３か月前と比べた景気の現状判断とその理由
　　②　２～３か月後の景気の先行き判断とその理由

　（３）調査期日等

　　毎月中旬～下旬に調査実施し、月末～翌月初旬に公表。

３．ＤＩ値の算出方法

　　５段階の判断にそれぞれ以下の点数を与え、これらに各判断の構成比（％）を乗じて、
　ＤＩ値を算出する。

評価

点数

４．ＤＩ値について

　　ＤＩ値が５０の場合は横ばいを示し、０に近づくほど悪化傾向、１００に近づくほど好転傾向で
　あることを示す。
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調査結果

１．景気の現状判断ＤＩ

○県全体の現状判断ＤＩ
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○県全体の先行き判断ＤＩ
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　３．判断理由

　　（１）景気の現状判断の理由

現状 分野 地区 業種 理由

①良くなっている
企業
動向 丹南 電気機械 ・スマートフォン新機種が立ち上がり、受注が本格化している。

嶺南 建設業 ・業務件数増で休日対応しないと間に合わない状況になりつつある。

②やや良くなっている
家計
動向 坂井 スーパー

・暑さが長引いたことにより、９月に入ってからも飲料などの夏季商品の動きが続
き、前年に比べ、客数・売上ともに微増。

嶺南 割烹
・３ヶ月前は原発の風評被害等により関係者の動きが止まって大変だったが、今月
に入り駐車場の無料化などにより、客が増えだした。

嶺南 レストラン ・夏休みを利用した観光客も多く、春よりも客数は増えた。

嶺南 旅館
・６月が、大飯原発再稼働の風評被害が最高潮に達した時期であり、今は多少戻っ
ている。

福井 ビジネスホテル
・福井でインターハイがあったため、団体客が多く、一般客も入ったため、ほぼ満
室状態が続いた。

福井 ビジネスホテル

・動きはやや良い傾向にあるが、低価格路線からはまだ抜け出せない状況は変わら
ず。
・宿泊部門は、良くなっているものの、宴会部門・レストラン利用は低迷が続いて
いる。

企業
動向 丹南 眼鏡 ・年末までの受注を確保している。

丹南 眼鏡
・秋は海外や国内の展示会が続くため、11月までの受注はある。
・11月以降の受注は展示会の状況次第。

丹南 伝統工芸 ・受注量がやや上向いてきている。

雇用
福井 ジョブカフェ担当者 ・求人数は伸長している。

福井 人材派遣会社
・派遣から直接雇用の流れが以前より増えた。
・専門職の求人が増えている。

③変わらない
家計
動向 嶺南 商店街 ・来街者の減少に歯止めがかからない。

福井 小売店 ・客数、販売量に変化がない。

丹南 小売店 ・一人当たりの購入点数が増えない。

丹南 小売店 ・常連客の動きは変わらない。

福井
百貨店、
ショッピングセンター

・残暑が続き秋物衣料の動きが悪いものの、食料品が好調なため、全体としては前
年並で推移している。

丹南
百貨店、
ショッピングセンター

・客数、販売量など特に変化は見られない。

奥越
百貨店、
ショッピングセンター

・客数に変化がない。

嶺南 スーパー ・客数は安定している。

福井 大型小売店 ・客数が減少している。

嶺南 大型小売店 ・売上は前年割れが続いており、競合店も同じような状態と考えられる。

奥越 土産品等販売店 ・入館者数に変化はない。

福井 駐車場 ・利用台数は増加しているものの、収入は減少している。

福井 結婚式場 ・近隣に競合店が新規出店したため、客の動きはやや鈍い。

福井 旅行代理店 ・客数が伸びてこない。

福井 タクシー ・収入に変化が見られない。



現状 分野 地区 業種 理由

③変わらない
企業
動向 坂井 繊維 ・取引先の様子に変わりがない。

福井 繊維 ・昨年に比べ、変わりない。

奥越 繊維 ・円高、欧米や中国の景気減速の影響を受けて、きびしい受注環境が続いている。

福井 一般機械 ・受注量や販売量の動きに変化がない。

福井 化学・プラスチック ・家電メーカーの低迷が象徴しているかのように、日本全体の景気に元気がない。

福井 商社
・個人向けガソリンは大きな変化がなく、増販は望めない、
・建設や運輸向けの軽油、工場向けの重油も販売量減少。

嶺南 医薬品 ・景気動向に影響されると思われる一般薬、健康食品の動きは緩慢な状況。

福井 IT関連 ・受注量の動きに変化がない。

福井 金融機関
・個人消費においてはエコカー補助金の効果が下支えしているものの、全体的には
３ヶ月前と比べて変わらない状況が続いている。

福井 金融機関 ・大きな変動もなく比較的安定している状況と思われる。

福井 不動産
・資産価値の下落が続く以外は、変化無し。
・企業の規模拡大に伴う、土地探索は皆無であるが、個人住宅用地が根強く需要の
要となっている。

福井 運輸 ・取引先の受注量について、小ロット化している傾向が続いている。

嶺南 運輸 ・物の動きは伸びていない。

雇用
奥越 自治体労働政策担当課

・有効求人倍率は多少改善されたが、周辺企業の様子を考慮すると現時点で改善さ
れたとは考えにくい。

丹南 自治体労働政策担当課
・管内の有効求人倍率がわずかに上昇したが１倍を切っており、依然として厳しい
状況は変わりない。

福井 労働相談員 ・相変わらずパートや短時間勤務の雇用形態が多い。

嶺南 労働相談員
・７月の敦賀、小浜の有効求人倍率、新規求人倍率はともに１倍を超えているもの
の、昨年に比べ減少している。

奥越 学校就職担当者
・県内の就職希望者は、昨年より増加している。
・企業からは厳しい声も聞こえてきているが、希望通り就職できるよう支援してい
く。

福井 学校就職担当者

・例年に比べ、就職希望者は増加し、うち９割以上が県内での就職を希望してい
る。
・県内就職希望者の増加は景気回復とは考えにくく、保護者の経済的理由による進
学断念や、進学後の県内就職先の見通しに不安を感じていることなどがあると考え
られる。

嶺南 学校就職担当者
・不安定な政局、先行不透明な原子力政策など、若狭地方の企業については明るい
見通しはない。

嶺南 ジョブカフェ担当者 ・求人数に変化は見られず、採用者数も増減がないように感じる。

④やや悪くなっている
家計
動向 嶺南 商店街 ・商店街では、昨年に比べ来客数、売上が減少している店舗が多い。

坂井 小売店 ・夏休みが終わり、県外客が減少している。

奥越 小売店 ・エアコンなどの販売・修理なども一服し、やや客数・売上とも減少。

奥越
百貨店、
ショッピングセンター

・客数が減少している。

丹南 スーパー

・ドラッグストアの低価格化により　客は店を使い分け、近隣の店舗と比べて安い
商品のみを購入する傾向にある。
・このため、客数は変わらないものの、購入単価の落ち込みが大きく、売上に影響
している。

福井 スーパー
・一人当たりの購入点数は変わらないものの、客数、購入単価ともにやや落ち込ん
でいる。

嶺南
コンビニエンススト
アー

・夏が終わったため、今後観光客の利用は見込めない。

福井 居酒屋 ・夜涼しくなってきたため、客の動きが悪くなってきた。

福井 自動車整備
・エコカー補助金を利用して、客が新車購入を前倒ししたため、販売は低下してき
ている。

丹南 クリーニング店 ・例年、夏は閑散期である。

福井 旅行代理店 ・好調であった海外が伸び悩み、中国方面のキャンセルも出てきている。



現状 分野 地区 業種 理由

④やや悪くなっている
企業
動向 坂井 繊維 ・夏、秋物生産が終了し、受注残高が減少している。

奥越 電気機械
・7月をピークに9月分受注入りが悪くなっている。
・家電のヒット商品も出ていない。

嶺南 化学・プラスチック ・受注量や販売量が減少している。

丹南 鉄鋼 ・受注量の低迷が続いている。

嶺南 商社 ・ゴールデンウィーク以降の販売不振に歯止めがかからない。

丹南 食料品製造
・低価格品の競合で、苦しい運営となっといる。
・他店との差別化を図るため、商品に付加価値を付けることに苦労している。

坂井 IT関連 ・得意先の投資抑制、受注額の減少、案件の小型化がみられる。

福井 運輸 ・前年比で売上が減少傾向にある。

雇用
嶺南 就職情報誌

・原発の停止により、地域内内の原発関連企業の人員が減少し、市全体の経済活動
が鈍化低迷している。

⑤悪くなっている
家計
動向 福井

百貨店、
ショッピングセンター

・消費低迷による売上不振が続いている。

企業
動向 福井 眼鏡

・小売店で売れていない。
・単価が下がり続けている。



　３．判断理由

　　（２）景気の先行き判断の理由

現状 分野 地区 業種 理由

②やや良くなる
家計
動向 嶺南 商店街 ・イベントの開催を予定しており、新規客の獲得につなげたい。

坂井 小売店 ・秋の旅行シーズンに入り、人の動きが活発になる。

奥越 小売店 ・年末に向けて個別商談会を開催予定であり、リフォーム等の受注見込みもある。

福井 ビジネスホテル ・コンサートや大型のイベント、学会等があり、団体客の予約は好調。

企業
動向 福井 繊維 ・１０月以降は受注などに動きがでてくる。

丹南 眼鏡
・10月にある国内最大のメガネ展に向け受注が入り、年末までは仕事が確保され
た。
・来春にむけても新規のバイヤーが増える見込みがある。

丹南 眼鏡
・秋は海外や国内の展示会が続くため、11月までの受注はある。
・11月以降の受注は展示会の状況次第。

丹南 伝統工芸 ・受注量がやや増加傾向にある。

雇用
奥越 自治体労働政策担当課 ・有効求人倍率の上昇が、景気回復の兆しと考える。

③変わらない
家計
動向 丹南 商店街 ・政治が低迷している。

丹南 小売店 ・同業他社との激しい競争が今後も続く。

丹南 小売店 ・今が底で、これ以上悪化することはないと考えている。

福井
百貨店、
ショッピングセンター

・ここ数カ月同じ様な状況で推移しており、今後も大きく変わらないと考えられ
る。

福井
百貨店、
ショッピングセンター

・変化する要素がない。

嶺南 スーパー ・必要な時に必要な分だけ購入する傾向に変化は見られない。

福井 大型小売店 ・生活に必要な製品以外の購入が減っている。

嶺南
コンビニエンススト
アー

・好転する材料が見当たらない。

嶺南 ドライブイン ・原発、政治、諸問題を含め現状から変化がないと考えられる。

嶺南 割烹
・とらふぐやカニなど単価の動きは、良い方向に向かおうとしているが、景気が悪
い状況で客数を伸ばすことが可能かわからない。

福井 駐車場 ・尖閣諸島問題、政治の混迷等があり、先行きは不透明。

企業
動向 坂井 繊維 ・厳しい状況は続く。

奥越 繊維

・下期に多少回復の兆しが見えるのではと期待していたが、先行き不安材料が続出
で、厳しい受注環境が続く。
・特にスポーツおよびファッション分野での欧州市場の低迷が足を引っ張ると懸念
している。

奥越 電気機械 ・良くなる情報がない。

嶺南 化学・プラスチック ・金融緩和、さらなる円高、デフレが続くと考えられる。

福井 化学・プラスチック
・大手家電メーカーなど元気がないが、復興需要や消費税増税前の駆け込み需要も
想定され、総合的には変わらないと考えている。

嶺南 商社
・ここ数カ月の売上の落ち込みがひどいが、年末に向けて多少明るさがみえてくる
のではないか。

福井 商社
・個人向けガソリンや灯油の販売増加を期待しているが、価格上昇のため節約が一
段と進むと考えている。

嶺南 医薬品 ・消費拡大につながるような景気の好転は見込めない。



現状 分野 地区 業種 理由

③変わらない
企業
動向 福井 IT関連 ・受注量に変化が見られない。

福井 金融機関
・海外経済、国内政局も流動的であり不安定要素が増すと思われる。
・長期的に見れば消費税アップによる需要増加が見込まれ、景気は徐々に回復する
と思われる。

嶺南 建設業 ・年度末までは今の状況が続くのではないかと見通している。

福井 不動産 ・企業活動の停滞、収入増加が見込めない状況が続く。

福井 運輸 ・今後も厳しい状況は続くと考える。

嶺南 運輸 ・秋に入り農作物での出荷等は発生してくるが、商品貨物の増加はみこめない。

雇用
嶺南 労働相談員 ・まだ厳しい状況が続くと思われるが、全国と比べると少し改善して来ている。

嶺南 学校就職担当者
・不安定な政局、先行き不透明な原子力政策など、若狭地方の企業については明る
い見通しはない。

福井 ジョブカフェ担当者
・一部に持ち直しているとの声もあるが、各機関が調査している中小企業の業況調
査結果などは、依然として悪い状況が続いている。

福井 人材派遣会社 ・今後、国の政策等を考えても、好転する材料がない。

④やや悪くなる
家計
動向 福井 商店街 ・国際情勢や国政の動きなど、先行き不透明であり、来街者も消費に対して慎重。

福井 小売店 ・銀行からの融資がおりず、店舗改装工事や新築工事がない。

丹南
百貨店、
ショッピングセンター

・競合店が増えている。
・選挙による政局の変化に期待。

丹南 スーパー
・隣接しているドラッグストアが、ディスカウントスタイルに変更したことによ
り、価格面での競争が激化しており、客単価の低下が避けられない状況になってい
る。

坂井 スーパー
・株安、円高の長期化、消費税などの増税、エコカー補助金終了等の影響により、
消費が低迷。

嶺南
コンビニエンススト
アー

・冬は例年客数が落ち込む。

嶺南 レストラン ・景気回復する見こみも薄く、先行きが不安である。

福井 居酒屋 ・外出を控える傾向が続き、また、お金を使わなくなってきている。

丹南 クリーニング店 ・秋の割引セールを行うが、今が底と考えたい。

嶺南 旅館
・６月の最悪期を脱して、８月でやや戻したものの、１０，１１月の先行予約の状
況が非常に悪い。

福井 ビジネスホテル
・個人客の予約は直前にならないと入らず、先の状況はわからない。
・宴会の予約状況が前年同期を大きく下回っており、また、婚礼式場の新規出店等
により婚礼部門の競争が激しい。

福井 旅行代理店 ・今後も、アジア方面への大きな伸びが期待できない。

企業
動向 福井 一般機械 ・受注の減少傾向が続くと考えられる。

丹南 電気機械 ・スマートフォン需要のピークを過ぎ、需要がいったん落ち着く見込み。

福井 化学・プラスチック ・中国との関係悪化により、今後の生産や売上への影響が懸念される。

丹南 食料品製造 ・中国、韓国近隣諸国との摩擦による影響が危惧される。

坂井 IT関連 ・商談の長期化、案件の小型化が続いている。

福井 金融機関
・国が休業手当の一部を企業に補助する雇用調整助成金等が１０月から縮小される
のに伴い、県内関係者から雇用への影響を危惧する声が出ているなどマイナス要因
が多い。

福井 運輸 ・回復に向けた材料が見当たらない。



現状 分野 地区 業種 理由

④やや悪くなる
雇用

丹南 自治体労働政策担当課 ・中国との関係悪化による影響が懸念される。

福井 労働相談員 ・日韓、日中との関係悪化、不安定な国内政治など、今後の見通しがたたない。

奥越 学校就職担当者
・中国との関係悪化が少しずつ景気に悪影響を及ぼしてくるのではないか。
・今後、日本に対する締め付けが厳しくなることが予想され、景気が良くなるのは
難しい。

嶺南 ジョブカフェ担当者 ・企業関係者から、中国との関係悪化による影響を懸念する声が聞かれた。

嶺南 就職情報誌 ・原発停止に伴う雇用情勢の悪化、経済活動の鈍化が懸念される。

⑤悪くなる
家計
動向 嶺南 商店街

・近隣の競合店がリニューアルオープンするため、客数や売上の減少が予想され
る。

福井 自動車整備 ・エコカー補助金終了に伴い、販売数は大幅減が見込まれる。

福井 旅行代理店 ・選挙が近づくと、レジャー需要は低迷する。

企業
動向 坂井 繊維 ・春物の生産は来年１月以降であり、それまでは厳しい状況が続く。

福井 眼鏡
・小売店で売れていない。
・単価が下がり続けている。



４．参　考

（１）調査対象の構成

人数
家計動向関連 51

商店街、小売店
商店街関係者 5
小売店経営者・従業員 7

百貨店、ＳＣ等
店長・売場主任 10

スーパー
店長・従業員 6

家電販売店
経営者・店長・従業員 2

コンビニエンスストア
店長 2

ドライブイン等
経営者・スタッフ 3

飲食関連
レストラン等経営者・店長・スタッフ 2
居酒屋等経営者・店長・スタッフ 2

その他サービス関連
サービス業経営者・従業員 4

観光関係
旅館関係者 2
ビジネスホテル関係者 2
観光・レジャー施設関係者 1
旅行代理店経営者・従業員等 2
タクシー運転手 1

企業動向関連 36
製造業経営者・従業員

繊維工業 4
眼鏡工業 3
一般機械工業 3
電気機械工業 3
化学・プラスチック工業 3
鉄鋼業 2
伝統工芸 2
商社 2
食料品製造業 2
その他製造関連 2

非製造業経営者・従業員
ＩＴ関連 2
金融機関 2
建設・不動産 3
運輸 3

雇用関連 13
自治体労働政策担当課 2
労働相談員 2
学校就職担当者 4
ジョブカフェ担当者 2
人材派遣会社 1
就職情報誌編集者 2

100計

調査対象
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４．参　考

（２）調査票

　

　

　あなたの日々の仕事や仕事を通じて接するお客様の様子から分かる、
あなたの身の回りの景気の状況についてご回答ください。

（企業・団体名および記入者氏名）

【質問１】

　景気が上向きか下向きか、どちらの方向に向かっているかの質問です。

　今月のあなたの身の回りの景気は、３か月前と比べて良くなっていると思いますか、

悪くなっていると思いますか。

　次の５つの中から、お選びください。

　　　　①良くなっている　　②やや良くなっている　　③変わらない

　　　　④やや悪くなっている　　⑤悪くなっている

【質問２】

　質問１でそのように回答した理由を教えてください。

　　自由回答

【質問３】

【質問４】

　質問３でそのように回答した理由を教えてください。

　　自由回答

　将来の景気についての質問です。今後２～３か月先のあなたの身の回りの景気は、

今月より良くなると思いますか、悪くなると思いますか。

　次の５つの中から、お選びください。

①良くなる　　②やや良くなる　　③変わらない　　④やや悪くなる　　⑤悪くなる
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　　本書の内容についての質問は、下記にお問い合わせください。

福井市大手３丁目17－1

福井県産業労働部政策推進グループ

　TEL　０７７６－２０－０３６４　（ダイヤルイン）

　　　　　　　


